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東
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

 
 

                                  

カ
レ
ン
ダ
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令和4年4月15日 

(金曜日) 

裏面もご覧ください 

平田 妙子 さん 作 

 

 

令
和
２
年
４
月
に
町
内
会
長

就
任
以
来
２
年
間
、
各
種
組
織

グ
ル
ー
プ
の
会
議
や
自
然
を
相

手
の
共
同
作
業
に
従
事
し
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
こ

の
度
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

 

町
内
会
長
は
自
動
的
に
東
谷

地
区
自
治
連
合
会
の
数
々
の
役

員
や
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
す
の

で
会
議
や
年
中
行
事
に
追
わ
れ

多
忙
な
日
々
を
お
く
る
も
の
と

覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
東
谷
地

区
の
主
要
な
行
事
で
あ
る
平
尾

15
日
（
金
）
狂
犬
病
予
防
注
射 

22
日
（
金
）
絵
手
紙
教
室 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

 

10
日
（
火
）
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室 

13
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

4
月
の
絵
手
紙 

 
  

 

 

 

  

※  今後のコロナウイルス感染症の拡
大状況 により、掲載の行事予定等が  
 中止または変更 になる場合がありま
すので、市民   センターにお問合わせ
下さい。日々変わるコロナ対策です
ので、その旨ご理解頂きますようお
願いします。 

4
月 

 
  

台
観
光
祭
、
敬
老
会
、
体
育

祭
、
東
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

な
ど
の
行
事
が
三
密
を
避
け

る
た
め
に
中
止
と
な
り
、
多

人
数
の
総
会
も
殆
ど
書
面
決

議
方
式
に
変
わ
り
集
会
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
町
内
会
長
会
議
を

は
じ
め
と
す
る
小
人
数
の
会

議
は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
て

出
席
者
は
12
町
内
の
代
表
者

が
集
ま
る
会
議
と
な
り
情
報

交
換
の
場
と
し
て
も
有
効
に

機
能
し
て
い
た
た
め
各
町
内

の
現
状
に
関
す
る
知
見
を
広

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
体
験
で
き
た
行
事

で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
が
東
谷
地
区
最
大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
平
尾
台
の
野
焼

き
で
す
。
準
備
か
ら
野
焼
き

本
番
ま
で
実
施
計
画
書
に
基

づ
き
実
行
委
員
会
で
入
念
な
検

討
を
重
ね
野
焼
き
当
日
は
、
広

大
な
台
地
に
総
勢
２
８
０
名
を

動
員
し
て
野
焼
き
作
業
が
行
わ

れ
無
事
完
了
致
し
ま
し
た
。
長

年
の
経
験
と
努
力
に
よ
っ
て
培

わ
れ
て
き
た
委
員
会
グ
ル
ー
プ

の
優
れ
た
成
果
は
、
今
後
世
界

自
然
遺
産
の
候
補
に
挙
げ
ら
れ

る
日
が
来
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。 

 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
町

内
会
長
就
任
前
は
我
が
家
の
２

階
か
ら
眺
め
た
景
色
が
、
今
で

は
平
尾
台
か
ら
見
下
ろ
す
東
谷

の
景
観
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
東

谷
地
域
へ
の
視
野
が
広
が
り
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

退
任
後
は
大
き
く
成
長
し
た

果
樹
の
収
穫
を
楽
し
み
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

小倉南消防団 
副団長 

村上 誠司 

 『
ケ
ア
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
』 

 
 

 
 

令
和
４
年
度 

第
１
期
が 

 
 
 
 
 

５
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
３
月
末
を
も
ち
ま

し
て
小
倉
南
消
防
団
第
９
分
団

の
分
団
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
分
団
長
在
任
中
は
、
お
声

掛
け
や
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

当
初
、
分
団
長
の
大
役
を
引

き
受
け
る
に
あ
た
り
不
安
が
あ

り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
と
交

流
が
で
き
、
激
励
を
頂
い
た
事

で
３
年
間
の
分
団
長
活
動
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
、
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
い
ま
振
り
返

れ
ば
、
分
団
長
を
受
け
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

分
団
長
任
期
の
３
年
間

で
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
東
谷
地

区
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
行
事

で

は
、
主

に
平

尾

台
観
光

祭
、
平
尾
台
野
焼
き
な
ど
の

花
火
・
延
焼
警
備
が
担
当
で

し

た

が
、
水
が

い

っ
ぱ
い

入
っ
た
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
を
背
お
っ
て
、
皆
で
警

備
を
し
た
こ
と
は
良
い
思
い

出
で
す
。
特
に
平
尾
台
で
の

警
備
は
、
広
い
カ
ル
ス
ト
台

地
を
見
な
が
ら
自
分
も
東
谷

地
区
に
住
ん
で
い
る
事
を
実

感
で
き
て
好
き
で
し
た
。 

 

第
９
分
団
の
中
で
は
、
私

が
分
団
長
に
な
っ
た
矢
先
に

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
９
分
団
本
部
の
45
年

経
過
し
た
旧
庁
舎
か
ら
新
庁

舎
の
建
替
え
が
あ
り
、
こ
の

開
所
式
に
は
多
く
の
方
に
ご

出
席
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

翌
年
１
月
に
は
、
９
分
団
本

部
の
消
防
ポ
ン
プ
車
も
新
車

両

に

更

新

と

な

り
、
新

庁

舎
・
新
車
両
と
高
額
な
物
件

を
任
さ
れ
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
私
自
身
が
30
年
以

上
も
消
防
団
に
残
る
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
継
続

で
き
た
の
も
、
分
団
Ｏ
Ｂ
や
団

員
の
皆
様
の
お
か
げ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
第
９
分
団
で
経

験
し
た
事
を
、
次
の
小
倉
南
消

防
団
本
部
の
活
動
で
も
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

 

現
在
、
第
９
分
団
も
多
く
の

定
員
割
れ
を
し
て
お
り
ま
す
。

歴
史
の
あ
る
第
９
分
団
を
存
続

し
て
い
く
為
に
は
新
入
団
員
の

加
入
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
件
は
、
次
期
分
団
長
の
末
久

さ
ん
に
引
継
ぎ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
第
９
分
団
を
宜

紫水町内会 
前 会 長 
力武 重雄 

 

今
後
も
東
谷
地
域
が
増
々
発

展
す
る
よ
う
期
待
し
、
退
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。  

 令和４年度も東谷地区まちづくり協議会広報部会の 活動を
支援して下さる「東谷まちづくりメール会員」を募集します。 
◆個人会員 （年会費 1,000円） 
◆賛助会員 （年会費 3,000円） 
※会費はまちづくりだよりやホームページ作成などの活動費の一
部とします。 
◆特典…まちづくり新聞のメール配信やまち協のイベント等の情
報をメールでお知らせします。その他特典あり！！ 
◆お問い合わせ  東谷市民センター ☎451-0217 

5
月 

 東谷地区 

  まちづくり協議会  

 20周年 記念誌完成‼ 

絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

４
月
22
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

『
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
コ
ロ
ナ
差
別
』 

 
 
 
 
 

差
別
や
偏
見
を 

 
 

 
 
 

思
い
や
り
や
エ
ー
ル
に
！ 

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
３

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。  
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東谷健康づくり部会の神囿です。 

 皆様には日頃から健康づくり部会に、ご協力

して頂きありがとうございます。 

 令和３年度は、色々と行事を考えておりまし

たが、急遽キャンセルせざるを得ない事にな

り、何度も残念な思いをした一年でした。  

 令和４年度こそはと思い、部会の皆さんと話

し合いを繰り返し、行事を考え皆さまの健康と

知識を養える場に出来る様に努力してまいり

 

ます。行事を開催する時には、皆さまにお知らせを致しますの

で、その時は是非ご参加宜しくお願い致します。 

 私事ですが、コロナ禍で運動不足にならないようにと、毎朝

主人とウォーキングを始めてから１年が経ちます。近くでも、車

で行き来することが多く、歩く事が全く無かった私ですが、主人

からの誘いもあり、歩く様になりました。毎朝の歩きでは、色々

な発見があります。鳥の鳴き声、春の匂い、色々な花々、川で泳

ぐカモや魚！！目で見て鼻で嗅ぐ季節をとても感じます。本当

は、３ヶ月で止めるつもりでしたが、今は色々な発見が楽しみに

なり止めることが出来ません！！ 

 車は便利ですが、車に頼っては出来ない発見がたくさんあり

ます。歩くことで自然に触れ、知らず知らずのうちに体力もつき

ますので、皆さまにも歩く事をお勧めいたします！！ 

健康づくり部会 
部会長 

神囿 まゆ美 

 

平
素
よ
り
、
東
谷
支
店
の

ご
利
用
、
ま
た
農
協
事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す 

 

私
は
、
３
月
の
定
期
人
事

異
動
で
支
店
長
と
し
て
赴
任

致
し
ま
し
た
野
口
勇
策
と
申

し
ま
す
。
当
東
谷
支
店
は
、

今
回
の
人
事
異
動
に
伴
い
私

を
含
め
た
７
名
の
職
員
中
５

名
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
職
員

も
多
く
ご
利
用
者
の
皆
様
に

は
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
事

と
存
じ
ま
す
が
先
ず
は
地
域

の
皆
様
に
顔
を
覚
え
て
頂
き

明
る
く
活
気
に
溢
れ
笑
顔
の

絶
え
な
い
支
店
作
り
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
の
で
ど
う
か

温
か
い
目
で
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

新
元
号
「
令
和
」
の
時
代

を
迎
え
４
年
目
と
な
り
ま
し

た
。｢

令
和
」
に
『
人
々
が
美

し
い
心
を
寄
せ
合
い
、
文
化

を
育
み
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど

も
達
が
希
望
を
持
っ
て
未
来

に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
事

の
で
き
る
時
代
』
と
言
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
猛
威
に
よ
っ
て
行

動
と
会
話
が
制
限
さ
れ
今
ま

で
に
な
か
っ
た
生
活
様
式
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
中
で
「
令

和
」
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と

人
と
の
繋
が
り
と
絆
を
改
め

て
大
事
に
し
な
け
れ
ば
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。 

私
達
は
東
谷
の
長
い
歴
史

と
共
に
成
長
し
て
き
た
農
協

で
す
。
地
域
の
農
業
振
興
活

動
に
努
め
、
こ
の
地
に
育
つ

子
ど
も
達
の
未
来
と
そ
の
未

来
に
残
す
べ
き
農
地
を
守
っ

て
ゆ
く
事
が
農
協
の
使
命
で

す
。
私
も
農
協
職
員
と
し
て

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
東

谷
地
域
の
未
来
に
貢
献
で
き

る
様
に
支
店
職
員
一
丸
と

な
っ
て
地
域
に
求
め
ら
れ
る

農
協
を
目
指
し
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
Ｊ
Ａ
北
九
東
谷
支

店
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

北九州農協 
東谷支店長 
野口 勇策 

4/8 ふれあい昼食会 

 

 

平尾台を背に元気に泳ぐ鯉のぼり 

 ３月２６日（土）に日田彦山線沿線

７自治体合同イベント、春の「中谷

ウォーキング」が開催されました。      

 ゴールの石原町駅では物販があ

り、東谷ヘルスメイトさんと平尾高原

利用組合の方々が出店しました。 

3/25 パトロール 

                文：東谷出張所 窓口職員 

 平成29年４月に東谷出張所に来て、あっという間に５年が

経ちました。出張所の仕事は、とても覚えることが多くて、５

年間、本当に苦労しました。歳をとるたびに、覚えも悪くなっ

てきて、東谷地区の皆さまに、いろいろとご迷惑をおかけした

ことと思います。この場をお借りして、心からお詫び申し上げ

ます。 

 私が、東谷出張所に来て、感じたことが二つあります。ま

ず、空気のおいしさです。深呼吸したときの気持ち良さは、私

の住んでいるところでは、感じることはできません。木々に囲

まれて、空気がとてもきれいなのだと思います。これは、東谷

地区の宝物です。 

 そして、もう一つは、東谷地区の皆さまの温かみです。いつ

も笑顔で来られる方、一言冗談を笑いながらおっしゃる方、ど

んなときでも、いつもと変わらず明るく話してくださる方、窓

口で感じた東谷地区の皆さまの温かみは、私の一生の思い出で

す。 

 最後になりましたが、東谷出張所の職員の皆さま、東谷市民

センターの職員の皆さま、町内会を運営されている皆さま、そ

して、東谷地区の市民の皆さまに支えていただいたおかげで、

５年間仕事を続けることができました。皆さまに心から感謝い

たします。本当にありがとうございました。 

 参加された方々へ手作りのお弁当や豚汁、地元で採れ

た野菜などを販売しました。お疲れさまでした。 


